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3
部活動の活性化、
生徒会や生徒発
の活動の推進

生徒部、
学年会

学園祭、生徒
会活動、ボラ
ンティア活
動、部活動

生徒会や委員会活動、校外での活動など生徒が主体的に関わ
り実践する活動の機会を増やす。生徒会を中心とした生徒主体
のいじめ防止活動を実施する。あいさつ運動：学期に１回以上。
各種ボランティア：学期に1回。

5 A

生徒会を中心とした取組を通して、生徒が主体的に考え行動する場が広が
り、学校生活全体をより良くしようとする意識の高まりが見られた。
〇生徒保健委員会による学校保健目標に沿ったポスター(感染症対策、健
康管理、清掃活動への取り組みなど)製作・掲示を通して、全校へ継続して
呼びかけを行うことができた。
〇学校評価(質問4 生徒)の肯定的評価は90.1%(昨年87.1％)
（学）２年生が中心となる年度後期においては、体育系の多くの部活で優勝
や入賞を収め、文化系では自然科学部の世界大会派遣が決まるなど、活躍
を見せている。また、生徒会活動にも積極的に参加している。

生徒会を中心とした取組にとどまり、主体的に活動する生徒の広がりや継
続性に課題が残った。
・一部の教室や部活動でのごみの分別が不十分であった。今後も、感染症
予防の観点から、ゴミの持ち帰りやゴミ分別の徹底を呼び掛ける必要があ
る。
（学）２年生の後半となり、退部や休部をする生徒が見られる。学業との両立
に困難を感じたり、部活動以外に活動の場を求めたりという理由である。ボ
ランティア活動への参加者増加が求められる。

生徒会を中心とした取組により生徒の意識は高まりつつあるが、学校全体への
広がりと継続性が課題である。今後は、活動の経験や生活アンケートの結果を
生かし、生活習慣の確立を意識した指導を通して、生徒の自覚と責任ある行動
力を育成していきたい。
・保健だよりや生徒保健委員会の活動を通して、啓発活動を継続していく。
・ゴミの分別については、引き続き学年会・生徒指導部・部顧問会・事務部と連
携してルールの徹底を図る。
・部活動を積極的に行った学年は、進路結果も良好であると言われる。意欲を
失いつつある生徒へ励ましをしながら、3年生の最後の大会まで参加させたい。

生徒会の活動を通して、学校が生徒にとって「過ごしやすい環境」となること
を期待し、来年度も引き続き、生徒会と連携しながら学校全体の雰囲気づく
りに努めたい。現在、世間では「校則の見直し」が積極的に進められており、
本校においても、生徒一人ひとりが意見を発信しやすい環境を整えるととも
に、生徒の声を反映した校則等の見直しを進め、よりよい学校づくりの充実
を図りたい。

4
教科学習、進路実
現とのさらなる連
携

教務部、
進路指導部、
学年会

ETC,模試、放
課後補習、土
曜講座

各学年７０％以上の生徒が達成「本校では、ＥＴＣや模擬試験な
ど、あるいは放課後補習や土曜講座などが効果的に行われてい
ると思いますか。」に対して肯定的評価８０％以上

6 A
計画通りにETCを実施することができた。実施教科においては現状の生徒
の状況を把握しながら試験を行うことができた。
（学）ETCの不合格者が、２科目合わせて延べ１００人を切らない状態であ
る。模試についても、空欄が目立つ生徒が多数である。

ＥＴＣの合格率が低い傾向が続いている。早めに範囲を発表いただき、試験
前に学習する時間を確保できるようにしていただいているが、計画的に学習
ができす理解できないまま受験している生徒も少なくない。
（学）ETCが行われる意義を理解していない生徒が多い。また、模擬試験を
粘り強く解答しようとする生徒が少ない。生徒に学習する目的を認識させる
よう、担任及び教科担当から継続的に指導してもらう必要がある。

生徒および保護者からは肯定的な評価が多く寄せられている。学力向上を目的
とした継続的な取組は、今後も必要である。ETCの在り方については課題も多
いため、関係教科と連携しながら改善を図り、学習意欲や基礎学力の向上につ
ながる仕組みを継続していきたい。
（学）自身の進路志望実現と、そこにたどり着くまでの過程が関係づけられてい
ない生徒が多数である。３学期に入って総探の時間やLHRで説明する時間が増
えてきている。これを有効に生かしたい。

ETCについては、関係教科と連携し、学習課題を踏まえた指導の充実を図
る。また、個に応じた学習支援を推進するとともに、振り返りの機会を設ける
ことで、学習意欲の向上を図る。
進路志望を持たせるための取組と達成までの過程を明確化し、模試の活用
を通して学習意欲の向上と基礎学力の定着につなげる仕組みを構築した
い。特に、Classi等を効果的に活用し、模試対策や復習（積み残しの解消）を
無理なく継続できる仕組みづくりを進めていく。

5 家庭学習との連動
教務部、
学年会

家庭学習時
間、主体化

１・２年生は「週１５時間以上」、３年生は「週２０時間以上」を目標
とし、各学年７０％以上の生徒が達成。 7 B

定期的に学習時間調査を実施し、生徒の家庭における学習状況を把握し、
学習時間調査結果を集計し、まとめたデータを全体に提供することができ
た。
Ｃｌａｓｓｉを導入し、生徒が主体的に学習に取り組めるＩＣＴ環境を整えた。

家庭学習時間調査を行った後、その結果を基に状況を改善するための方策
を学年部を中心として検討いただいたり、面談等でアドバイスをしていただ
いたが、目標を達成することができなかった。
予習や宿題を準備してくる生徒はいるが、その精度は決して高いとは言えな
い。復習となると、標準進度だけでなく早進度の生徒もあまり行っていない。
結果として学習事項の定着につながっていない。

在籍生徒の学力差の広がりが大きくなってきている。特に学習意欲の低い生徒
の学力低下傾向が定期試験や模擬試験の結果から見て取れる。今後も、学年
部や各教科と連携し、生徒一人ひとりが主体的に学習へ向かえるような環境づ
くりに努める。
中学段階で家庭学習があまり求められていない生徒集団に対して、ある程度強
制力を働かせなければ学習に取り組まないと思われる。本来は１年次に取り組
んでおくべきことであるが、進級前に学習習慣を身につけさせたい。

各教科・科目で、基礎的内容の反復や小テストを実施することを通して達成
感を積み重ねさせ、学習意欲の向上を図る。さらに、学年部および各教科で
指導方針を共有し、組織的に支援することで、生徒一人ひとりが主体的に学
習に向かう姿勢の育成を目指す。

6
授業研究等の充
実、観点別評価の
工夫と改善、ICT活
用教育の推進、

教務部、
学年会

ICT機器利
用、授業改善

公開授業を、各教科で２回以上（芸術・家庭科は１回以上）実施
する。「主体的・対話的で深い学び」を意識した公開授業アクティ
ブラーニング、ＩＣＴを取り入れた公開授業。合評会を行い教科内
外の共有を図る。

8 A
公開授業、授業研究の実施、など授業改善につながる研修を実施すること
ができた。全員が公開授業を行った教科もあった。他県で行われた研究会
にも積極的に参加した。
各授業において、ICT機器を用いた授業が実践された。その機器を活用した
対話的授業も行われた。

ICT機器や個別端末を活用した授業は定着してきている。それが授業の効
果を高めるものとなっているかを検証し、より良い活用ができるよう工夫して
いく必要がある。
英語科では、県の事業としてAIを活用した授業を行った。どのように活用す
べきか手探りの状態であり、効果的な活用に向け、今後さらなる研究をして
いく必要がある。

校内研修だけでなく、引き続き「授業力向上プロジェクト」等の研修に参加し、授
業力の向上を図った。今後も、教員の授業力・指導力向上を目指した研修を継
続する。
クロムブックの使用が各授業で浸透してきており、その長所を生かした授業も多
くみられる。その一方で、生徒が安易に機器に頼り「自ら考える姿勢」が弱まっ
ている場面もある。使い方に関して教員がきちんとしたビジョンを持つべきであ
る。

校内外の研修（授業力向上プロジェクト等）への参加を継続し、成果の共有
と授業改善に生かす。また、授業参観や協議の機会を計画的に設定し、指
導力の向上を図る。

7
広い視野と豊かな
感性の育成　図書
館の利用促進、読
書の推奨

魅力化推進部、
学年会

図書館活用

学習センターの環境(資料・ＩＣＴ)の活用に努め、広報活動（学習
センター便り・ＨＰ発信）を活発化し、生徒が主体的に本を借りて
読むための雰囲気を醸成するとともに、学校図書館に対する保
護者の理解を深める。

9 A

・「一度でも本を借りたことがある生徒」率の推移
    R3:44.2%(R4.3.31) → R4:49.8%(R5.1.26)　 → R5:37.4％（R6.1.17）
     → R6:35.9％（R7.1.29） → R7:27.2％（R8.1.23）
・保護者の肯定的評価は改善（R5:79.1%→R6:85.9%→R7:84.3%）でほぼ横ば
い、「わからない」はやや悪化  （R5:43.6%→R6:31.2%→R7:35.5%)。
・教職員の肯定的評価が100%。生徒の肯定的評価は90.2%（1年:88.2%、2
年:88.5%、3年:93.9%）。
環境面については、教職員・生徒ともに高い評価である。
試験前を中心に、放課後には多数の生徒の自習場所としても機能してい
る。
特に、昼休憩時には、教室に居づらい生徒のよりどころになっている面もあ
る。

【本の貸出状況について】本を借りる生徒と借りない生徒での２極化が進ん
でいる。学習センターとしての環境面ではよいが、本を借りるというところに
至っていない。本の貸出状況は、図書館の書籍を利用しないといけない課
題がある授業が減っていることが、大きく影響をしている。
【保護者理解について】ＨＰ等での発信は試みたものの保護者の評価は、変
わっていない。労力に見合わないか。
（学）・授業（各教科）における図書館の利用に偏りがある。定着している授
業は、保健体育・選択音楽が　挙げられる。
・図書館利用者が増えるのは、試験期間に限定。
・昼休みの図書館利用者が固定化されつつある。

学習センターとしての環境は整っているものの、書籍の貸出につながっていな
い。生徒が図書館の書籍を借りて読んでいる様子が家庭でも見られれば、保護
者理解も進むのではないかとも考える。そのためには、長期休業前や授業等
で、生徒が学校図書館の書籍を借りる必要性があるような工夫が必要だと考え
る。
（学）図書館に関わる広報活動項目は保護者評価が減少した。HP閲覧や、家庭
での親子間の会話などから広報活動に努めていく必要がある。
本を借りない生徒の割合が２年生は75.3％で、１年生よりも約10％も大きい。い
くつかの要因が考えられるが、２年生になっても読書習慣が失われないような仕
掛けを考えていく必要があるのではないか。

生徒のニーズを把握しきれていない面があるため、年２回実施している選書
アンケートに図書館利用状況や目的なども加えることで、学習センター機能
がどのように働いているかを調査する。読書以外を目的とした来館者への働
きかけや今後の図書館環境整備の検討材料とする。

8
キャリア教育の3年
間の見通しとねら
いの明確化、振り
返り

進路指導部、
学年会

進路指導全
般、模試分
析、大学共通
テスト対策、
保護者への
情報提供

模試等の学力分析を行い、各教科、学年会と具体的な施策を立
案し、実践する。諸活動への取り組みを進路実現に生かす。進
路の手引きを見直す。上級学校や受験環境に関する情報収集
に努め、生徒、保護者への情報発信を行う。

10 A 各教科において、実力テスト対策やその後のフォローがなされており、徐々
にではあるが成績の向上が見られてきた。

１年次の学習量不足に起因する成績不振が目立つ。そういった生徒たちの
多くが進路目標があいまいである。

進級するにあたり、進路学習の機会も増えてきている。今一度自身の適性や職
業に関する資質を発見させ、それに向けての学習に取り組ませたい。

県立大学も学力重視の推薦へとシフトしている。学習量不足による成績下降
が見られるため、的確な進路目標の設定と基礎学力の定着が必要である。
相当前まで遡った復習が必要な生徒もいることから、Classiを活用した復習
の仕組みを教務・進路・学年部が連携して構築し、無理なく実践できる体制
を整えたい。

9
教育環境、生活環
境、職場環境の整
備と快適化

総務部、
事務部

生徒募集、
PTA活動、施
設管理

・学校行事の調整や業務内容の整理を行う。
・各行事についてＰＤＣＡサイクルを活用し次年度への修正につ
なげる。
・ＰＴＡの委員会活動を中心として、保護者の参加を増やす。中学
校訪問やオープンスクールを通じて、情報を発信する。

11 A
・評価指標は達成できた（R7:項目11は93.7%、OSは96.4％）
・特色選抜では市内普通科の定員減があったにもかかわらず応募が昨年を
下回った。OSでの満足度は高いがそれが受験に十分結びつかなかった。
・PTA活動は例年より多かった（中四国など）が参加も多く有意義だった。

・活動や環境整備については限られた予算のなかで執行するため優先順位
をつけざるをえない。
・特色選抜については、入学した生徒の追跡調査を十分に踏まえて改善を
図りたい。
・ＰＴＡ活動は、長年続いた行事が終わるが、後継行事について検討すべ
き。

・生徒の物的環境や心理的環境、PTAとの連携、教員の働き方等、様々な視点
から改善点を探っていきたい。

R8年度からは異次元の働き方改革が行われる予定。教員の働き方改革を
実現しつつ、従来の学校教育の良さが損なわれないような方策を模索して
いきたい。

10
キャリア教育の3年
間の見通しとねら
いの明確化、振り
返り

魅力化推進部、
学年会

高大連携、
キャリア教育

地域の人材・団体や関係分掌・学年部等と連携し、３年間を見据
えた「総合的な探究の時間」等のプログラムを適切に運用する。
特に、教務部への連絡を早期に行う。

12 A

探究学習の3年間
の見通しとねらい
の明確化、振り返
り

13 A

地域資源の活用、
多様な文化や価値
観との出会い

14 A

12
ホームページや学
校便り等により積
極的に情報発信を
行う。

総務部、
保健部、
魅力化推進部

ホームペー
ジ、広報

本校の教育活動に対する保護者等の理解を深めるために、教
職員内での意識啓発を図り、ＨＰにおける情報発信を活発化させ
る。また、ＳＮＳを利用したプッシュ型の情報発信を検討する。

15 A

・ＨＰは、EAST地域探究など、生徒の探究活動でも活用できている。
・各学年の総探の様子は月ごとにＨＰ更新ができた。
　また、２年研修旅行では旅行期間中に毎日ＨＰ更新できた。
・HPに関する否定的な意見記述もあるが、保護者の肯定的評価88.9%は十
分高評価だと思われる。
　肯定的評価の推移（R5:84.2%→R6:86.2%→R7:88.9%）
　　　　　評価4の推移（R5:18%→R6:20%→R7:15.6%）
・学校評価(質問15 生徒)の肯定的評価は88.2%(昨年90.1％)
・評価指標は達成できた(R7:91.4％)。
・年度当初に、日常の学校生活を伝えるようなHP記事が掲載できた。
・本年度の保健だよりは、SC(スクールカウンセラー)の協力もあり、計6回発
行し、生徒ポータルにも掲載した。
・ラクメの活用幅が広がり、ＰＴＡ行事は保護者に正しく伝わるようにしたが、
他分掌での活用には配慮不足だった。またラクメ自体の運用の難しさも散見
された。

　保護者の肯定的評価が多い割には、評価４の割合は少ないのは、以下の
要因が考えられる。
・定期的に、HP掲載される記事は「総探・EAST地域探究・一部の部活動の
大会報告・学食メニュー・始業式・終業式・生徒会活動」であり、日常的な授
業や学校生活の様子は、年度当初の１カ月程度に限られた。様々な行事に
ついて、HP掲載できているが、起案者が主幹教諭に偏っていて、各分掌や
各学年会から依頼があることが少ない。
・また、各部活動の情報については、年度当初に促したが、部活動顧問に
よっては対応されず、更新ができていないものもある。保護者からのHPに対
する記述は、部活動のことが目立つため、部活動顧問の意識は改善の余地
がある（教育課程外のことであるため、強制力はないか）
・情報公開として難しい面もあるが、生活アンケートなど各種アンケートの結
果を簡単にまとめたものを公開すると、学校の現状をより広く周知できるの
ではないかとも思われる。

・感染症の予防のほか、高校生の健康課題に関わる内容を充実させ、朝礼
などで触れていただいたり、生徒ポータルサイトで引き続き掲載したりすると
ともに、生徒がその情報にアクセスしやすい工夫を検討していくことが課題
である。
・ラクメは、保護者からの欠席連絡を受け取るうえでは使いやすいが、学校
からの連絡を送るうえでは使いにくい面もある。ラクメを継続するかCLASSI
などほかの方法に移行するか、検討する必要がある。

　高い評価ではあるが、改善の余地はあると思う。HP記事作成には一定の労力
を割く必要があるが、だからこそ、各分掌や各学年会内での役割分担がされて
いると負担感が分散されて運用できると思われる。
　HPだけでなくラクメで、月１回程度各学年の様子を送るのも効果があるのでは
ないだろうか。特に、HP掲載として全世界へ公開はしにくいが、保護者・教職員
へは公開してもよい情報だと、HP掲載との住み分けもできると思う。ただ、緊急
連絡との使い分けもあるので、頻度には注意が必要か。
・生徒保健委員会やSCと協働して提供する情報内容を充実させる。また、生徒
ポータルサイトでの情報提供の方法を工夫していく。

・保護者との電子的な情報交換がようやく定式化されてきた。この長所を生かし
つつ、改善点を洗い出していきたい。

ＨＰ更新頻度は増したが、起案者が限定的である。数年先を見据えたときに
持続的に同頻度の更新が期待される状況ではない。そのため、各分掌や各
学年会において担当を決め、原則、その担当で記事作成を行う。また、部活
動については、年度当初に各部活動ページの変更を強く依頼する。加えて、
大会等への参加後は、必ず記事作成をしていただく。記事作成の際のデー
タ上の処理が確実に行われていないため、ＬＡＮ上の処理方法案内を改善
する。

保護者との電子的な情報交換について、どのような情報をその対象とする
かについてガイドラインを作りたい。今のところ乱用、乱発と思われる使用は
みられないが、乱発となる前にガイドラインを設置したい。

生徒保健委員会を中心に清掃活動や学校保健計画の目標などを全校に周
知していく。

令和７年度の具体策と指標 評価指標と基準 成果
令和７年度
教育目標

分類 令和７年度の重点目標と具体策
主となる分掌、学

年会
内容 意見

・生活アンケートをフォー
ムを用いて実施すること
は効果的であると感じ
た。早期対応できるよう
引き続ききめ細かく実施
すると用意と思う。

・部活動の活性化は先
生方の努力で図られて
いると思う。

・コミュニケーションが苦
手な生徒に寄り添えてい
るか点検が必要である。
・人権等に関わる項目
は、全員「満足」にしても
らいたい。

アンケートにより生徒の状況を早期に把握し、対応に繋げる体制は整いつつあ
るが、把握後の支援や家庭・校内連携に課題が残っている。今後は、結果を人
権意識の育成や日常指導に生かし、継続的な支援体制の充実を図りたい。
全体として、周囲に対して配慮する姿勢が不十分であるように思われる。自分
自身または小さな集団内の仲間のことには目が向くが、それ以外には無関心で
ある。社会性を高めることが必要である。

・生徒ポータルを活用して計画的かつタイムリーに適切な情報提供を行い、また
ＳＣによる教育相談の予約を可能にすることで、利便性を高めた。今後は、生徒
が情報へアクセスしたり予約を気軽にできたりするような仕掛けを講じる。
・生徒支援委員会などを通して、学年会とＳＣ・ＳＳＷ・学校福祉連携推進教員が
より適切な連携を図り、具体的支援につなげていく。
（学）３年生進級後には新たに心身の変化を起こす生徒が現れることが考えら
れる。引き続き早期対応に努めたい。

引き続き、「生活アンケート」や「いじめのアンケート」を活用し、安心・安全な
学びの環境づくりに役立てていきたい。今年度は、フォームによるアンケート
を実施したことで、教員間での情報共有が迅速になり、対応の早期化につな
がった。さらに「情報の見える化」を促進し、生徒と教員の信頼関係を一層深
められるよう努めたい。これらの取組により、問題行動の未然防止や身だし
なみの改善につなげる。

・生徒がより利用しやすい生徒ポータルとなるように取り組む。SCを入学式
で全校に紹介することで、相談しやすい体制を整える。

R8年度への改善策

学校関係者評価

・部活動加入状況。
・ＨＰや学校だよりでの情報発信の状況。
・生徒アンケート・保護者アンケートの評価。

総括 評価

A

A

フォームを用いてアンケートを実施したことで、情報共有が早期に行えるよう
になり、生徒の課題や問題を速やかに把握・共有することができた。その結
果、迅速な対応が可能となり、大きな問題へと発展する事例は少なくなっ
た。
（学）基本的生活習慣の確立を目指し、時間の順守、身だしなみ、あいさつ
の励行を呼びかけた。年度当初はそれぞれ守ることができない生徒が多
かったが、各クラスともおおよその生徒がその指導に理解を示し始めた。

〇学年会と連携し、支援が必要な生徒・保護者に対して、SCによるカウンセ
リングの機会を適切に設けることができた。(73h/84h 1/22日現在)
〇生徒支援委員会の実施(定例4回、臨時2回 1/22日現在)を通して、必要
な配慮や支援について校内で共有を図り、教育相談に繋いだり、多様な学
習のニーズに合わせた支援に繋いだりすることができた。
〇気になる生徒について、学年会で共有した上で組織的な対応ができた。
〇学校評価(質問３ 生徒)の肯定的評価は87.1%(昨年86.3％)
（学）面談や申し送りの内容に従って、各担任が早めに対応されたおかげ
で、適時適切なアドバイスを受けることができた。

アンケートにより生徒の状況を早期に把握することはできているが、その後
の支援体制や家庭との連携が十分ではなく、人権意識の定着といじめ防止
に向けた継続的な指導および校内連携の強化が課題である。
身だしなみ（制服、化粧、染髪）については今後も継続的な指導が必要であ
る。また、問題になりかねない言葉遣い（いじり的な発言、粗暴な発言）もし
ばしば耳にする。私物の整頓ができない生徒への指導も続ける必要があ
る。

・すべての生徒と保護者に対してSCや教育相談(I‐Roomなど)を周知し迅速
かつ適切に支援を進めることが大切である。そのため生徒支援委員会と学
年会が連携し、対象生徒の状況を迅速に把握し、課題を共有して、生徒・保
護者・教職員を相談の場や具体的支援に繋いでいく。
・すべての生徒に対して十分な回数や時間の面談時間を確保することが課
題であり、困り感や要望を十分に聞き取ることが必要である。

A

該当
番号

課題評価

時間を遵守し、場に応じた言動を心がけ挨拶を励行させる。生徒
の心身の不調を把握し、不適応にいち早く気づけるようにする。
人権感覚や人権尊重の精神を高める。情報社会において安全
に情報を活用するための知識と技術を身につけさせる。

・生徒の感想文。
・生徒アンケート・保護者アンケートの評価。
・いじめアンケート、生活アンケート等の実施と分析。

衛生・保健・
特別支援・
SC、学校安
全

タイムリーな保健情報を掲載した保健便りを発行する。関係職員
と連携協力を図り。スクールカウンセラー並びに生徒支援委員会
を効果的。効率的に活用する。生徒保健委員会の活動として感
染症対策やごみの持ち帰りを呼びかけ、感染症対策の徹底や環
境美化の意識を高める。

・対象生徒の状況。
・スクールカウンセラーの活用状況。
・気づきシートや支援計画・指導計画の作成と活用状況。・生徒面談の回
数、状況

現状のプログラムが円滑に進むように、引き続き、年間計画に加え、各回の
運用前の準備（内容確認など）を徹底していく。
各担当者は、分掌会で現状報告や見通しを説明して、分掌内全員の視点
で、各学年の内容を確認していく。
授業担当者は、授業内容を十分に把握し、各回の授業が円滑に進むように
努める。

学年部内・分掌内において探究活動の進捗状況等の把握に努め、各グ
ループへの声掛け等を行い、各グループの探究活動の充実や、生徒個々の
達成感や自己有用感を高めようとする。

・生徒が主体的に取り組
めるような「家庭学習」と
なるよう、工夫・改善をし
ていただきたい。

・目指すところを絞って
実践に移すことを期待し
たい。

・学力面での成果に若干
の疑念がある。ＡＩとの向
き合い方を含めて、読み
書きの力がより高まり合
うよう期待したい。

・家庭学習は子どもだけ
ではなく、親も子どもとの
会話で目標時間を決め
て増えるように努める。

・指標や設問の表現を検
討することで、よりリアル
が分かり、目標に近づい
ていける。

・学習時間調査の結果。

・公開授業・授業研究の実施・参観状況。校外研修、研究会等への参加
状況。

・「本を借りたことがある。」生徒が60％以上になる。（成果指標）
（参考）「一度でも本を借りたことがある。」生徒の推移（１月末時点）
  　　　　R4:49.8%(R5.1.26)　 → R5:37.4％（R6.1.17） → R6:35.9％（R7.1.29）
・保護者アンケート(項目9)における回答「わからない」を減らす。（成果指
標）
（参考）回答「わからない」割合の推移  （R5:43.6%→R6:31.2%)。

・入試制度共通テスト研修の機会や有効な資料を提供する。
・７０人(約40％)以上の生徒に国公立大学に合格可能な学力を付ける。
・補習科生全員の志望校合格・２年生終了までに校内外での活動を生か
した志望理由書が書ける。
・へるん入試などの活動歴を生かした受験を勧める。・昨年度作成し、使
用した手引きの状況を振り返り見直しを行う。面談やLHRを利用し活用す
る。進路シラバスを掲示し、年間計画を共有し、進路行事を円滑に実践す
る。
・各学期1回以上は進路ジャーナルを発刊する。

学校評価の教職員アンケートの項目11への肯定的評価が80％以上
Ｓの中学生アンケートの項目への肯定的評価が95％以上

A

・学習時間調査の結果。
・学習成績、実力テスト成績。
・生徒アンケート・保護者アンケートの評価。

・ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄでのﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価
　⑧自分の生き方を考える力(1学期→2学期)
　　1年生( 2.37 → 2.62 )　2年生( 2.64 → 2.56 )　3年生( 3.27 → 3.47 )
　④諦めず追究する力(1学期→2学期)
　　1年生( 2.39 → 2.46 )　2年生( 2.60 → 2.82 )　3年生( 2.79 → 3.22 )
　⑤地域と関わる力（1学期→2学期）
　　1年生( 1.78 → 2.03 )　2年生( 2.70 → 2.97 )　3年生( 2.37 → 2.41 )
　は例年どおり順調に意識が高まっていることが見てとれる。生徒が成長を
実感できているだけでなく、プログラムの定着がみられる。
・保護者評価、生徒評価は高い値で安定しており、取組の認知や実感があ
る様子。
・教職員の評価もより高くなっており、プログラム運用のスムーズさと関連づ
いている。
・多様な高大連携の取り組みを実施し、生徒のライフデザインを考えるうえで
役立つ機会を用意することができた。また、プログラム全体が安定してきて、
運用面でのやりにくさが軽減している。
・評価の高さは保ちつつ保護者の『わからない』が、項目１３で「R6:12.6→
R7:11.5%」、項目１４で「R6:16.9%→R7:15.3%」と減少した。本校の取組への理
解が広まっていると思われる。
・大学生や地域の大人と話ができる機会が増え、生徒自身の考えをブラッ
シュアップすることができている。特に、３年の様子を見ると、志望理由に「2
年総探・教師塾・みらチャレ等」のことを書く生徒も多くおり、部活のことに頼
ることがなくなっている。
・運用面として、総探の年間計画や各回の資料が体系的に作成されており、
　分掌を初めて担当する教員でも、やるべきことを明確に理解しながら、運
用ができた。
（学）生徒にとっては地域について考える大変よい機会であった。９割以上の
生徒がこの活動を肯定的にとらえている。
探究活動を通じて、地域活動やボランティア活動の有用性を認識する生徒
は増えている。

A

・「総合的な探究の時
間」の取組が年園充実し
ている。しっかりと東高
校の魅力として位置づけ
られている。

・地域連携は申し分な
い。しかし、目的を入試
の合格をメインとしすぎ
ることには注意が必要で
ある。

・課題を捉えて、改善策
を考えて次に進む姿勢
に感動した。

・高校3年間だけではな
く、中学校とか小学校で
の総合学習の時間としっ
かりリンクをしてい区と良
い。

・用意してされたもの以
上に、自分で行こうと思
う仕掛けをたくさんやっ
ていただきたい。。いろ
んな生徒に承認欲求を
満足させてやるステージ
を用意してあげるとよ
い。

11 魅力化推進部、
学年会

地域活動、ボ
ランティア

自己有用感の向上を目指し、多様な価値観とふれあう機会を確
保する。

地域連携に焦点化すると、
校外機関との連携において、公民館や市役所など踏襲してきた協力先に頼
りがちになっている面もある。
また、授業において校外に出るタイミングが火曜日に限定されていると、連
携先との調整がより難しくなることもある。校外に出る日をフレキシブルにで
きるとよい。
（学）探究活動に対して消極的な生徒が各クラスに一定数いる。結果として、
グループの他の生徒たちに情報収集や検証などの活動の労力が任されて
いる。
部活動や校外での活動に時間を割くため、地域活動への参加は一部の生
徒に限られている。

全般的には、内容を整理して効率化している割には、充実した内容で各プログ
ラムが運用できていると感じる。より質を高めていくために微調整をしていけれ
ばよいのではないかと考える。
（学）グループ内の全員にとって興味・関心のある探究テーマでない場合があ
る。しかしながら、そのような場合でも全生徒をその探究活動に仕向けて行く指
導が必要である。
ボランティア活動や地域活動の有用性の認識はできていても、実践しなければ
その意義は生かされない。動機づけとして、実際にそれらの活動に取り組ませ
てみることが必要ではないだろうか。実体験をさせて初めて本当の意味での有
用性の認識になると考える。

アンケート

保護者アンケート(項目15)における回答状況を好転させる。（成果指標）
（目安）肯定的評価（R5:84.2%、R6:86.2%） を90%以上。
　　　　評価4（R5:18%、R6:20%）を30%以上。

地域社会の
今と未来に関
わる力を育
成する（社会
力）…社会的
自立力、地域
共創力

地域への
貢献意欲
を向上さ
せ、地域に
信頼される
学校づくり
を行う。

教職員・生徒アンケート(項目10,12,13,14)及びルーブリック評価で、学校
生活全般　の活動をとおして生徒につけさせたい資質・能力等の成長が
見られる。（成果指標）

自己の未来
を切り拓いて
いく力を向上
させる（学力）
…主体的学
習者としての
力、探究的学
習力

確かで高
い学力の
育成～授
業改善～

2
特別支援教育の
推進、生徒理解の
充実と組織的支援

保健部、
学年会

人とつながっ
て生きる力を
向上させる
（人間力）…
多文化協働
力

1

活躍の場
がある環
境作り/居
場所のあ
る環境作り
/安心・安
全な学び
の環境作
り

支持的風土の醸
成、人権教育の推
進

生徒部、
学年会

人権・いじめ・
モラル教育
（規範）


